
プロフィール
山本 謙治（やまもと けんじ）
農畜産物流通コンサルタント＆農と食のジャーナリスト
1971年 愛媛県生まれ埼玉県育ち

1989年 自由の森学園高校卒業

1995年 慶應義塾大学環境情報学部卒業

1997年 慶応義塾大学政策・メディア研究科修了

1997年 野村総合研究所入社

2000年 農産物流通のワイズシステム（現シフラ）入社

2004年 グッドテーブルズ創業

学生時代にキャンパス内に畑を開墾し野菜を生産。

大学院修士課程卒業後、大手シンクタンクに就職し、畜

産関連の調査・コンサルティングに従事。

その後、花卉・青果物流通業を経て2004年に（株）グッ
ドテーブルズ設立。

農業・畜産分野での商品開発やマーケティングに従事す

る。

その傍ら日本全国の佳い食を取材し、地域の郷土料理や

特産物を一般に伝える活動をしている。

ブログ「やまけんの出張食い倒れ日記」

https://www.yamaken.org/
『炎の牛肉教室！』（講談社現代新書）、『激安食品の

落とし穴』（KADOKAWA）、『日本の「食」は安すぎ
る』（講談社プラスα新書）など著書多数

KADOKAWA/角川学芸出版

角川新書

倫理的(エシカル)な消費
とは、「環境」「人」
「動物」に対して生じ
た倫理的な問題に対し、
消費を通じて解決しよ
うとするアプローチの
ことである。農産物の
流通改善に取り組み、
日本の食文化のために
情報発信を続けてきた
著者による、食のエシ
カル消費入門書。未来
のための指針を指し示
す!

298円の弁当、3パッ
ク57円の納豆……。
なぜ、安い価格で食
べ物が提供できるの
か? そこには、第一
次産業からの買いた
たき、水増し、添加
物による代替など、
日本の食文化を脅か
す「罠」が隠されて
いた――。

農業を持続し発展させるためには、再生産可能な「適

正価格」での販売が必須条件である。しかし、農家手取

り金額の向上を図ることが目的の農産物直売所において

も、いまだ安売り競争が各所で見られる。

本講演では、日本の食と農の問題は、食品価格が安す

ぎるということに端を発しているという問いかけから、

生産から流通に至るまでのいくつかの課題をクローズ

アップし、今後の食と農がどのように進むべきかという

ことを、全国の優良事例を交えながら解説する。

日本の食は安すぎる
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【著書】

農畜産物流通コンサルタント＆農と食のジャーナリスト

講師：山本 謙治先生
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